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Ｑ：マスクを着用するようになって、
　　以前より肌荒れやニキビ、乾燥など肌トラブルに
　　悩むことが増えました。肌トラブルの主な原因は
　　何でしょうか。
Ａ：

マスクによる
肌トラブルについて
～肌トラブルが急増中！その肌荒れマスクのせいかもしれません～
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大きい原因として、3つが挙げられます。
①蒸れることで皮脂の分泌が増えて毛穴に詰まりやすくなり、ニキビの元となるアクネ菌が繁殖する
とニキビが増えます。

②汗に含まれる塩分などが肌に刺激となり、かゆみ・赤みが起きます。
③マスクの毛羽立ち、表情や口の動きで摩擦が加わると肌が乾燥し、肌荒れやかぶれを起こしやすく
なります。

Ｑ：マスクによる肌トラブルの対策法はありますか。
Ａ：マスクの選び方・使い方や日常生活において、次のような対策を取り入れましょう。

①マスクの選び方
マスクは清潔で刺激の少ない素材、顔の大きさにあったサイズ、
ゴムに伸縮性があるものを使いましょう。

②マスクの使い方
マスクが不必要な時はマスクを外しましょう。
汗をかいたらタオルなどでこまめに吸い取りましょう。

③普段の生活では
スキンケアは擦らず丁寧に、保湿もしっかり行いましょう。
女性の方はベースメイクを薄くすると肌への負担を減らすことができます。

Ｑ：どのような症状になったら、病院に行けば良いでしょうか。
　　病院に行くタイミングを教えてください。
Ａ：肌トラブルをそのまま放っておくと、症状が悪化する恐れがあります。

ニキビができた、乾燥がひどい、かゆみ・赤みがある、ぶつぶつができたなどの
場合は症状がひどくなる前に受診することをお勧めします。

斎藤先生から
ひとこと

　今年は新型コロナウイルス感染症対
策の「新しい生活様式」の一環でマス
ク着用が増え、一年を通して肌荒れが
起きやすくなっています。
　正しい対策を知ることで快適なマス
ク生活を送りましょう。
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　2016年４月より血液内科に勤務しており
ます。白血病、悪性リンパ腫といった造血器
悪性腫瘍、特発性血小板減少性紫斑病等の
指定難病など、広く血液疾患全般の診療に
従事しています。血液疾患の治療や診療は
長期に及ぶことが多いため患者さんに通院
していただく期間も長くなってしまう場合が
ありますが、お一人お一人の状態に即した適
切な医療を提供し、病気を乗り越えていた
だけるように努めていきたいと考えていま
す。お困りの点がありましたらお気軽にお声
がけください。よろしくお願いいたします。

左から
海老根認定看護師、石川看護師、永堀看護師、宍倉認定看護師

　原稿を書いている時点で、病院の仕組み・医
療情報システムの使い方など不慣れで貢献でき
ていないことが心苦しいのですが、早くお役に
立てるようになりたいと思っています。これま
での経験を少し書きます。血液診療では腫瘍の
患者さんを診させて頂きながら、凝固障害・血
栓傾向の診療の患者さんの相談・診療を私に集
めて頂いていました。輸血では言い難いこと担
当でした。(*^ )̂コロナ禍で献血者数が減ってい
ます。皆さんと一緒に適性輸血を維持できれば
と思います。
　プライベートなことを書きます。好きな動物
はエゾナキウサギとジャンガリアンハムスター
です。食べ物は御幣餅が好きです (*_*;）
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は じ め ま し て！

新入職員のご紹介

　放射線治療は根治治療から症状緩和に至る
まであらゆるがんに行われています。治療技
術や支持療法、治療装置の進歩により複雑な
治療ができるようになりました。そのため、
通院で行われることが多くなり日常生活と両
立できるような生活の工夫や精神的支援、時
間の調整などの支援を行っています。さらに
副作用の予防や早期発見、対処ができるよう
なセルフケア支援を行っています。患者さん
自身が納得して安心して安楽に治療を受けて
いただくために多職種によるチーム医療で患
者さんとご家族をサポートさせていただいて
います。
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